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国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
は
、

平
成　

年
に
災
害
時
の
栄
養
・
食

２３

生
活
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

被
災
住
民
の
栄
養
状
態
の
悪
化
を

最
小
限
に
食
い
と
め
、
よ
り
早
く

回
復
さ
せ
る
た
め
、
関
係
機
関
及

び
職
種
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

支
援
活
動
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に

展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
各
自
治
体
で
は
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
災
害
時
に
お
け
る
栄

養
、
食
生
活
支
援
活
動
体
制
の
推

進
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、
避
難
所
で
は
ど
の
よ

う
な
栄
養
、
食
生
活
支
援
が
必
要

な
の
か
を
平
常
時
か
ら
考
え
、
関

係
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
、
落
ち

つ
い
て
災
害
時
に
対
応
す
る
た
め

に
は
重
要
と
考
え
ま
す
。
本
市
で

の
食
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
に
つ
い
て
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

避
難
所
で
の
栄
養
、

食
生
活
に
つ
い
て
の
支
援
を
ど
の

よ
う
な
場
合
で
も
一
貫
し
て
行
う

た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
備
え
る

こ
と
は
大
切
と
考
え
ま
す
。
平
成

　

年
３
月
に
厚
木
保
健
福
祉
事
務

３０所
地
域
食
生
活
対
策
推
進
協
議
会

が
、
市
町
村
に
お
け
る
災
害
時
栄

養
・
食
生
活
支
援
活
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
本
市
で

は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
災
害

時
に
想
定
さ
れ
る
保
健
活
動
と
あ

わ
せ
、
栄
養
、
食
生
活
支
援
活
動

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
危

機
管
理
課
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
本
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、体
育
館
、

音
楽
ホ
ー
ル
等
の
天
井
が
脱
落
し

甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

国
土
交
通
省
は
天
井
の
脱
落
対
策

に
係
る
基
準
を
改
め
、
脱
落
に
よ

る
重
大
な
危
害
を
生
ず
る
お
そ
れ

が
あ
る
天
井
を
特
定
天
井
と
し
て

改
修
を
促
し
て
い
ま
す
。
熊
本
地

震
で
は
、
熊
本
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
の
吊
り
天
井
部
材
が
客
席
に
落

下
す
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
特

定
天
井
に
該
当
し
ま
し
た
が
、
対

策
は
未
着
手
で
し
た
。
本
市
の
市

民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
天
井
も

特
定
天
井
に
該
当
し
ま
す
。
市
民

文
化
会
館
は
、
地
域
防
災
計
画
で

は
被
災
に
よ
り
市
庁
舎
が
全
半
壊

し
た
場
合
の
本
部
代
替
施
設
の
一

つ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
規

模
地
震
の
発
生
に
備
え
、
建
物
を

含
め
た
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

市
民
文
化
会
館
は
、
災

害
発
災
時
の
重
要
な
拠
点
と
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
経
年
変
化
、
経

年
劣
化
に
よ
る
大
規
模
改
修
に
加

え
て
、
耐
震
性
の
基
準
に
満
た
し

て
い
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
改
修

し
て
い
く
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

管
理
運
営
を
し
て
い
る
座
間
市
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
財
団
も
含
め

て
、
庁
内
横
断
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
対
応
を

練
る
よ
う
に
指
示
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
大
規
模
な
改
修
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
事

前
の
周
知
な
ど
市
民
や
利
用
者
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ざ
ま
食
育
推
進
プ
ラ
ン
で
は
、

共
食
に
つ
い
て
食
生
活
と
健
康
の

中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
課
題
を
共
食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
伝
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
と
捉
え
、

食
事
を
家
族
と
食
べ
る
市
民
を
増

や
す
と
の
指
標
項
目
を
定
め
て
、

目
標
値
を
９
割
以
上
と
し
て
い
ま

す
。
共
食
の
機
会
を
最
も
重
要
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
家
族
が

い
て
も
個
食
に
な
っ
て
し
ま
う
方

々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
高
齢
者
の
共
食
を
推
進

す
る
に
当
た
り
、
本
市
で
も
広
が

り
つ
つ
あ
る
サ
ロ
ン
活
動
や
認
知

症
カ
フ
ェ
な
ど
へ
の
支
援
、
昼
食

加
算
を
提
案
し
ま
す
が
、
見
解
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

健
康
部
長　

高
齢
化
が
進
む
中

で
、
地
域
で
一
緒
に
食
べ
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
設
け
、
共
食
を
通
じ

て
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
単
身
世
帯
及
び
夫
婦
の

み
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

外
出
し
て
、
ほ
か
の
方
と
の
交
流

を
行
う
こ
と
が
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
共

食
の
推
進
に
係
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
健
康

増
進
に
つ
な
げ
る
目
的
で
、
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
各
目
標
に
沿
っ

て
、
支
援
方
法
等
を
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

首
都
直
下
地
震
が
起
き
た
際
に
、

特
に
相
模
が
丘
な
ど
の
木
造
住
宅

密
集
地
域
で
は
火
災
に
よ
る
深
刻

な
被
害
が
想
定
さ
れ
、そ
の
際
に
、

道
路
だ
け
で
な
く
水
道
管
な
ど
も

寸
断
さ
れ
、
消
火
作
業
に
取
り
か

か
れ
な
い
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
復

旧
に
は
、地
域
の
事
情
に
精
通
し
、

技
術
や
知
識
を
持
つ
地
元
の
業
者

が
頼
り
と
な
り
ま
す
。

　

大
地
震
以
外
で
も
大
雨
や
大
雪

な
ど
の
被
害
は
現
に
起
き
て
お
り
、

緊
急
時
に
出
動
し
て
い
る
の
は
市

内
業
者
の
方
々
で
す
。
市
内
業
者

の
育
成
や
災
害
時
の
官
民
連
携
と

い
う
点
か
ら
も
、
市
内
業
者
の
参

加
機
会
を
増
や
す
よ
う
な
入
札
制

度
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

競
争
原
理
を
働
か
せ
な

が
ら
、
公
明
性
・
公
正
性
・
透
明

性
を
担
保
し
つ
つ
も
、
地
元
の
事

業
者
に
対
し
て
も
し
っ
か
り
と
向

き
合
い
、
協
力
し
て
い
た
だ
く
姿

勢
を
市
は
示
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
市
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
勘
案
し
、
将
来
に
向
け

て
本
市
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
よ

う
な
対
応
を
図
り
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

市
内
業
者
の
育
成
、

災
害
発
生
時
の
連
携
協
力
な
ど
の

観
点
か
ら
も
、
市
内
業
者
の
受
注

機
会
確
保
の
意
義
、
重
要
性
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
入
札
制
度
は
、

市
入
札
・
契
約
制
度
検
討
委
員
会

に
お
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

本
市
の
公
立
保
育
園
に
お
け
る

使
用
済
み
お
む
つ
は
、
保
護
者
が

持
ち
帰
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

一
日
分
の
重
い
お
む
つ
を
持
ち
帰

る
保
護
者
や
園
児
ご
と
に
仕
分
け

る
保
育
士
の
負
担
は
大
き
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
の

専
門
家
は
、
使
用
済
み
お
む
つ
は

速
や
か
に
処
分
す
る
の
が
鉄
則
で
、

持
ち
帰
り
は
感
染
症
や
ウ
イ
ル
ス

の
媒
介
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
本
市
は
持
ち

帰
り
の
理
由
と
し
て
、
排
せ
つ
物

か
ら
子
供
の
健
康
状
態
を
把
握
し

て
も
ら
う
た
め
、
事
業
系
一
般
廃

棄
物
と
な
り
処
理
費
用
が
発
生
す

る
た
め
と
し
て
い
ま
す
が
、
時
間

が
経
過
し
、
雑
菌
が
繁
殖
し
て
い

る
お
む
つ
を
家
で
あ
け
る
こ
と
は

感
染
症
リ
ス
ク
か
ら
も
望
ま
し
い

と
は
言
え
ず
、
紙
お
む
つ
が
主
流

の
現
在
の
生
活
感
覚
に
も
な
じ
み

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
民
間
保
育
園

の
う
ち
９
園
は
、
業
務
委
託
に
よ

り
保
育
園
で
使
用
済
み
お
む
つ
の

処
理
を
し
て
お
り
、
保
護
者
の
負

担
感
か
ら
見
て
も
不
公
平
と
考
え

ま
す
。
使
用
済
み
お
む
つ
を
施
設

処
理
に
改
善
す
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

使
用
済
み

お
む
つ
を
施
設
で
処
理
す
る
こ
と

は
、
保
護
者
や
保
育
士
の
負
担
軽

減
、
衛
生
環
境
の
改
善
に
有
効
な

手
段
と
考
え
ま
す
が
、
保
管
場
所

の
衛
生
管
理
や
処
理
費
用
の
一
部

を
保
護
者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と

な
ど
課
題
を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

安
田　

早
苗 
議
員
《
公
明
党
》

市
内
保
育
園
の
使
用
済
み
お
む
つ

施
設
処
理
に
改
善
を
！

▽
８
月　

日　

開
会
、会
期
決
定
、

２９

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明

▽
８
月　

日　

総
括
質
疑
・
委
員

３０

会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員
会
付

託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽
９
月
６
日　

一
般
質
問

▽
９
月
７
日　

一
般
質
問

▽
９
月　

日　

一
般
質
問

１０

▽
９
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告

２８

･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
基
地
政

策
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

報
告
上
程
・
質
疑
、
議
員
提
出
議

案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
・
討
論
）省
略
・
採
決
、

正
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会

委
員
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
・

特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
、
高
座

清
掃
施
設
組
合
議
会
議
員
・
広
域

大
和
斎
場
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、

議
員
派
遣
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
（
８
月　

日
）

３０

　

荻
原
健
司（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

上
沢
本
尚（
公
明
党
）、
守
谷
浩
一

（
日
本
共
産
党
）、
佐
藤
弥
斗
（
ざ

ま
明
進
会
）、
安
海
の
ぞ
み（
会
派

に
属
さ
な
い
議
員
）
、
加
藤
陽
子

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
沖
永

明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　

討
論
（
９
月　

日
）

２８

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、
竹
田
陽
介
（
自
民
党
・
い

さ
ま
）
、
守
谷
浩
一
（
日
本
共
産

党
）、
上
沢
本
尚
（
公
明
党
）、
加

藤
陽
子（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

佐
藤
弥
斗
（
ざ
ま
明
進
会
）
、
安

海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
沖
本
浩
二
（
ざ
ま
大
志
会
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

食
を
通
じ
た
地
域
保
健

共
食
の
推
進
を

　

伊
藤　

多
華 
議
員
《
公
明
党
》

災
害
時
の
た
め
の
座
間
市
版

食
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
！

沖
本　

浩
二 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

市
民
文
化
会
館
の
大
規
模
地
震

発
生
に
備
え
た
対
策
を
問
う

荻
原　

健
司 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

災
害
時
の
官
民
連
携
強
化
に
向
け

入
札
制
度
の
見
直
し
を

　

都
市
計
画
道
路
座
間
南
林
間
線

に
つ
い
て
、
本
年
８
月
に
県
と
本

市
が
そ
れ
ぞ
れ
施
工
区
間
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
し
、
道
路
幅

員
案
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
県

施
工
区
間
は　

メ
ー
ト
ル
の
道
路

１７

幅
員
で
す
が
、
市
施
工
区
間
は　
１４

メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
違
い
は
両
側

３
メ
ー
ト
ル
の
植
栽
帯
を
な
く
し

た
設
計
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て

い
る
道
路
幅
員
は　

メ
ー
ト
ル
で

１２

す
が
、
県
施
工
区
間
が　

メ
ー
ト

１７

ル
ま
で
拡
大
さ
れ
た
場
合
、
影
響

を
受
け
て
用
地
買
収
の
対
象
と
な

る
方
や
「
玄
関
あ
け
た
ら
す
ぐ
道

路
」
と
い
う
環
境
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
県
施
工
区
間
は　

メ
ー
ト

１７

ル
の
道
路
幅
員
が
必
要
な
の
か
、

市
施
工
区
間　

メ
ー
ト
ル
と
の
違

１４

い
は
ど
の
よ
う
な
点
か
ら
な
の
か

伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

座
間
南
林
間
線
は
、

道
路
構
造
令
に
基
づ
く
第
四
種
第

二
級
の
道
路
規
格
で
あ
り
、
同
構

造
令
で
は
、
標
準
幅
員
が　

メ
ー

１７

ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
施
工
区
間
は
地
形
が

急
峻
で
あ
り
、
県
立
谷
戸
山
公
園

に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
同
構
造
令

第　

条
の
４
に
「
地
形
の
状
況
そ

１１
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む

を
得
な
い
場
合
」の
記
載
が
あ
り
、

植
栽
帯
を
設
け
な
く
て
よ
い
と
い

う
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
植
栽

帯
を
設
け
な
い
こ
と
と
し
、
幅
員

を　

メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
ま
す
。

１４

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

都
市
計
画
道
路
座
間
南
林
間
線
道
路
幅
員

県　

ｍ　

市　

ｍ
の
違
い
は
な
ぜ
か

１７

１４


